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３
月
末
で
６
割
完
了

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
自
力
で

一
■
一

避
難
す
る
の
が
困
難
な
高
齢
者
や

‐‐‐‥‥‐‐‥‐‐‐‥‥‐‐‥‥一■
一

障
害
者
と
い
っ
た
「要
援
護
者
」
の
一
一■

名
簿
作
り
が
、
京
都
府
内
の
各
自

一
■
一

治
体
で
よ
う
や
く
進
み
出
し
た
。
一■
＝

し
、
四
市
も
年
度
内
に
策
定
す
る

一一詢
料

名
簿
は
、
国
が
〇
五
年

二
月
に
全
国
の
市
町
村
に

作
成
を
要
請
し
た
。
し
か

し
、
住
民
の
要
介
護
度
や

障
害
の
程
度
な
ど
の

の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐

れ
か
ら
策
定
は
な
か
な
か

進
ま
な
か

っ
た
。
府
の
調

査
に
よ
る
と
、
〇
七
年
二

月
末
時
点
で
「策
定
済
み
」

と
答
え
た
の
は
綾
部
市
、

宮
津
市
、
伊
根
町
な
ど
八

市
町
に
と
ど
ま

っ
た
。

本
年
度
に
入
り
、
よ
う

や
く
他
の
市
町
村
も
、
諮

問
機
関
の
個
人
情
報
保
護

審
議
会
か
ら
個
人
情
報
の

利
用
に
つ
い
て
了
承
を
得

る
な
ど
し
て
、
具
体
的
な

策
定
作
業
を
始
め
た
。復

興
へ
課
題
依
然
多
く

六
千
四
百
三
十
四
人
が
犠
牲
と
な

っ
た

阪
神
大
震
災
か
ら
十
七
日
で
十
四
年
。
街

の
整
備
は
進
ん
だ
も
の
の
、
高
齢
被
災
者

へ
の
支
援
や
不
況
へ
の
対
応
な
ど
、
課
題

は
数
多
く
残

っ
て
お
り
、
行
政
な
ど
の
継

続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（２９
ヽ
３‐
面
に
関
連
記
事
）

被
災
者
向
け
の
公
営
住
宅
（復
興
住
宅
）

の
高
齢
化
率

（六
十
五
歳
以
上
人
口
の
割

〈
こ

は
昨
年
十

一
月
末
時
点
で
４８
％
ｏ　
一

般
県
営
住
宅
の
２３
％
に
比
べ
倍
以
上
だ
。

復
興
住
宅
で

一
人
暮
ら
し
の
入
居
者
い

に
も
み
と
ら
れ
ず
に
死
亡
し
た
「孤
独

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
九
年
間
で
計
，

八
十
六
人
に
達
し
た
。

県
に
よ
る
と
ヽ
神
戸
市
な
ど
被
災
‥

市
の
〇
七
年
度
の
実
質
総
生
産
は
、
一

度
に
続
い
て
震
災
前
の

一
九
九
二
年
一

上
回

っ
た
。
十
年
以
上
か
け
て
、
よ
う
＾

元
の
水
準
に
戻
し
た
形
だ
が
、
世
界
一

不
況
な
ど
の
影
響
で
、
今
後
は
再
び
一

込
み
そ
う
だ
と
い
う
。

要援護者名簿を未策定の市町村と取 り組み状況


